
深山の草原に生える1年生の寄生植物。シバスゲやヒメノガリヤス等に寄生する。全体ナンバンギセルに似

るが、より大きく、花柄もやや太く、長さ20-30cmになる。萼は長さ3-5cmで先は鈍い。花期は7-9月。花冠

は明るい紅紫色で大きく、長さ4-6cm、裂片の縁には細かな歯牙がある。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 ○ 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、西宮市、神河町、宍粟市、朝来市、丹波市、洲本市

■ 国内分布

本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ハマウツボ科

兵庫県ランク…オオナンバンギセル
環境省ランク… －Aeginetia  sinensis  G.Beck


